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ＸＢＲＬによる事象会計システムの；構築

大阪市立大学助教授 坂上 学

１． は じ め に

事 象 ア プ ロ ー チ （ｅｖｅｎｔｓａｐＰｒｏａｃｈ） が Ｇｅｏｒｇｅ

Ｈ．Ｓｏｒｔｅｒに よ っ て 提 唱 さ れ て か ら， 早４０年 近

く が経と う と してい る。 事 象ア プ ロー チの 基

本的 な立場を ひとこと で言う なら ば
，
「会 計情

報の 利用 者 に対 して， 一定 の価 値 に基 づい て

集約された情報を提供するのではなく， 利用 者

自らの意思決定ルールに基づいて集約 できるよ

う に， 集約される前の生のデータを提供すべき

だ」 という ものだ。 そ して， 一定の価値 に基 づ

いて 集約 された情報を提供するという前者の立

場 を 「価 値 ア プ ロ ー チ」 （ｖａｌｕｅａｐＰｒｏａｃｈ） と 呼

び， 事 象 ア プ ロ ー チ の 対 立 概 念 と し て 区 別 す る。

Ｓｏｒｔｅｒは， 彼 自 身 も 作 成 に か か わ っ た 『基 礎 的

会 計 理 論 』 （Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｃｃｏｕｎｄｎｇ Ａｓｓｏｃｉａ伽 ｎ １９６６）

を価値ア プローチ である と断 じ， そ
こで示され

た意 思決定有用 性を 追求する のであ るなら ば，

事 象ア プロ ーチ をと るべ きで ある と主 張 した

（Ｓｏｒｔｅｒ」１９６９）。

しか しなが ら意思 決定において，
事象アプロ

ーチによる会計情報開示 が価 値アプローチのそ

れよりも優 れていると いう ことは，
一概には言

えない。 会計情報を集約する からこそ， その集

約過程を分析することにより 経営者の意図や行

動を見 いだすこ とができ ると いう 主張 もあり，

また理解可能性という点において も，
一 般の情

報利用 者にとっては集約さ れた会 計情報の方 が

分かりやすいことは容易に想像 できる。

Ｂｅｎｂａｓａｔａｎｄ Ｄｅｘｔｅｒ （１９７６） に よ れ ば，
事 象

ア プローチと価 値アプローチの どち らかが優 れ

ている かは， 情 報利用 者の特質に依存する問題

である としている。 その上 で， 未集約情報 （っ

まり事象アプローチ） を利用 したグループの方が

意思決定のパフォーマ ンス が良い傾向が見られ

たこ とを実 験手法 によって 明ら かにしている。

ま た 坂 上 （２００４） は， イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し

た環境のもとで意思決定 者が どのような情報要

求をおこなうかを実験手法 により分析し
， 集約

された会計情報を利用 した 意思決定者は
，
より

詳細な会計情報を求める傾 向にあることを明ら

かに した。 現行の制度のもと では集約された価

値アプローチによる会計情 報しか入手できない

ことを考えると， 潜在的に事象 アプローチ によ

る会計情報の提供が求めら れていることを示 唆

し て い る。 ま た， ＡＩＣＰＡよ り 『ジ ェ ン キ ン ズ 報
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告 書』 （ＡＩＣＰＡ１９９４） が 公 表 さ れ，
ビ ジ ネ ス ・ リ

ポーティ ングが注目を集めるようになっている

が注（１），
セ グ メ ン ト 情 報 の 開 示 に 見 ら れ る よ う

に未集約 情報への開示要求は， 企業の透明性の

確 保へ の要求とともに高まりつつある。 このよ

う に 見 て み る とＳｏｒｔｅｒの 提 唱 し た 事 象 ア プ ロ ー

チという考え方 につ いては，
一定の有用 性を認

め る こ と が で き る だ ろ う。

近 年
，
ＸＢＲＬ （ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ ＢｕｓｉｎｅｓｓＲｅｐｏ而 ｎｇ Ｌａｎ・

ｇｕａｇｅ） と 呼 ば れ る 事 業 報 告 用 の コ ン ピ ュ ー タ 言

語 が登場 し
，
米 国ＳＥＣのＥＤＧＡＲや日 本の 金 融

庁によるＥＤＩＮＥＴへの導入 がなされようと して

い る。 こ のＸＢＲＬで は，
セ グ メ ン ト 情 報 を 取 り

扱 う た め の 仕 組 み と し て ＸＢＲＬ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ １．０

と いう仕 様を策 定してい る。 こ のＸＢＲＬにおい

てセ グメ ント情 報と いう 未集約のデータを どの

ように取り扱っている かを検討し，
未集約情報

の記 述と開示 方法 についてＸＢＲＬの採用す るア

プローチの有用性を明 らかにする。 そして事象

会計 シス テム の構築 のため にＸＢＲＬの持つ 可能

性について検討すること にしたい。

２． 従 来 の 事 象 ア プ ロ ー チ 研 究 の

展開と限界

事象ア プローチ に基づく会計システムの構築

には， いわゆる 電子開示システムの存在 が前提

となる。 なぜな らば事象アプローチは， 未集約

情報の開示を志向 しているため， 情報利用者 が

自身の意思決定モ デルに従って集約できるよう

に， 大量の事象 データ を組織的に分類・格納 し，

それを自由に取り出 して集約 できるよう に しな

ければならないからである。 これは紙ベースで

はとうて い実現することは できない。

未集約データを開示すること を進めよう とす

ると， そこには色々と問題 が浮かび上がっ てく

９６ （坂 上 学）

る。 まず大量の デー タを伝達できるだけのネッ

トワーク環境 が前提 とされる。 しかしながらイ

ンターネッ ト元年と い われる１９９５年以 前では，

そのようなネッ トワークイ ンフラは整備さ れて

おらず， 技術的な課 題の一つ として大きく立ち

はだかっていた。 そ して この問題を少しでも軽

減 さ せ よ う と 試 み た の が， Ｗ６ｓｄａｎｄ （１９９２） の

研究である。

Ｗｂｓｔｌａｎｄ （１９９２） は， 情 報 を 極 力 劣 化 さ せ ず

に中 間的 な集約 を 施す こ とに よっ て， デー タ

転送量 を減らし， この問題に対応 しようとした

も の で あ る。 当 時 に お い て Ｗ６ｓｔｌａｎｄの 試 み は

一定 の評価 を与えること ができるものの （坂上
，

１９９４）， 世界規 模 で双 方向 に通信 が可 能な高 速

ネ ッ ト ワ ー ク， す な
わ ち イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及

している今日において は， デ
ータ転送量は大き

な問題とはならず
，
情 報の劣化をともなう 中間

集約を敢えておこなうと いう 意義は今日におい

てもはや見いだすこと はできない。

事象アプローチの基本 的な考 え方をもう少 し

検討 してみると， 利用者 は未集約 データそのも

のを見たいのではなく， 自 分自身の意思 決定モ

デルにしたがって集約さ れた会 計情 報を見たい

のである。 つまり， 未集約 データの開示そのも

のを要求しているのではなく， 未集約情報の段

階から情報利用 者の求める形で集約さ れてい れ

ばよいのである。 情報の利用者は， 最終的に集

約 された情報を見ることになるの だから，
どの

時点で集約されているかという時機の問題では

なく， どのよう に集約するのかという内容の問

題であるこ とが 分かる。 このよう に考え れば，

どのよう に集約 すればよいかをあらか じめ指定

した上 で， 集約 された会計情報を受け取ったと

しても， ある意 味事象アプローチの考えは貫か

れ て い る と も い え る （坂 上，１９９６）。
こ の よ う な

仕組みを実現する ためには
， 現
在のインターネ
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ッ トのよう に双方性を 持ち，
かつ 高速なイ ンフ

ラ が整備さ れていなけ ればな らない。 そ して現

時点においては， そのような通信イ ンフラ が整

備さ れているといえるだろう。

事象ア プローチ研究を考える場合， １９７０年代

より１９９０年代半 ばにかけて展開された一連の会

計データモデル論についても， 言及 しておく必

要があるだろう。 会計データモデル論において

議論されていたのは， もっ ぱら 「事象データを

どのよう に記録する か」 と いう こと であっ た。

そこに は
，
「記録さ れた データを どのよう に開

示 するか」 と いう 観点が基本的に抜け落ちてい

る。 適切 に記録さ えでき れば， 適切 にデータを

集約すること が可能 であると信 じられていたか

らである。 こ れはある 意味正 しいので あるが，

財務 データ が格納さ れている システム に精 通し

直接操作できる立場の人間のみが実現 できる こ

と で あ り， 仮 に デ ー タ ベ ー ス ・ デ ィ ス ク ロ ー ジ

ャーが実現 したと しても， そのようなスキ ルを

持たない一般の情報利用者にとっては， 適切 に

情報を抽出 し集約をおこなうということ は実質

的 に は 不 可 能 だ っ た。

このような状況は， データ
ベースの世界 にお

い て， リ レ
ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス の 提 唱 者

で あ る Ｃｏｄｄが 提 唱 し た ＯＬＡＰ （Ｏｎｌｉｎｅ Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ

Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ） が 登 場 し た 背 景 に も 通 じ る も の が

あ る 注（２）。 リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス 管 理

シス テムの場合， データベース上に蓄積さ れた

大量のデータ は， ＳＱＬな どの照会言語によって

様々 なデー タの抽 出が可 能であ る注（３）。 しか し

現実には， システム上に蓄積された大量の デー

タを十分に活用することができず， 大きな問 題

と な っ て い た。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に，
既

存 のデータベース に蓄積されている大量のデー

タ を多 次元データベースに格納 し， 情報の利用

者が様々 な角 度から簡単に分析できるように し

た も のがＯＬＡＰで ある。 こ のＯＬＡＰの登 場に よ

り， たとえ ば売上 データ を地域別や禦品別とい

った形で集計を したり， 月 次別， 日時別の売上

データを自由に， そ して素 早く 表示することが

可能となったのである。

この売上データを， 地域別や 製品別 に表示 で

きる よう にするという発想は，まさに
ビジネス・

リ ポー ティ ングで求められているセ グメ ント別

情 報の 開示 という 発想そのものであると言って

よ い。 そ の セ グ メ ン ト 情 報 を， 未 集 約 デ ー タ を

元に して情 報利用 者の求めに応 じて地域別や製

品別に集約する といっ たことを実現できるシス

テムを構築すること は
，
まさしく事象アプロー

チに基づく会計 システム の構築 に通 じるものが

あ る。

このような問題に対応 しよう とした場合， 従

来の事象ア プローチ研究 によっ て展開され， 最

終的にＲＥＡ会計モデルと して結 実したこ れま で

の会計データモデル論では， 十分な解決がなさ

れ る こ と は な い。 し た が っ て 事 象 会 計 シ ス テ ム

を構築 しようと するな らば， ＯＬＡＰのような 考

え方を取り入れた
， 情報利用者 が自由にデータ

を集約できるような新たな仕組み が必要とさ れ

る の で あ る。 ＯＬＡＰ に お い て， こ の よ う に 様 々

な角 度か ら データ を集 約 できる よう に ディメ

ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・ モ デ ル （Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ Ｄａｔａ

ｍｏｄｅ１） と い う デ ー タ モ デ ル が 考 え ら れ て い る。

そ し て， 少 々 議 論 を 先 取 り す る な ら ば， こ の デ

ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・ モ デ ル を 応 用 し て セ

グメ ント情報を記述しようと して策 定されたの

が
， ＸＢＲ：Ｌに お け る Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓタ ク ソ ノ ミ な の

で あ る。 そ こ で ＸＢＲＬの Ｄ ㎞ｅｎｓｉｏｎｓタ ク ソ ノ ミ

を 概 観 す る 前 に， こ の デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー

タ ・モデルの基本的な考え方を次節において見

て み る こ と に し よ う。
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出 所 ： ＭｃＣａｒｔｈｙ （１９８２），ｐ．
５６４

３． デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・

モデルの基本構造

デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・ モ デ ル が 提 唱 さ

れ る 背 景 を 理 解 す る た め に は， リ レ ー シ ョ ナ ル・

データベースの理論と， その 論理設計段階に用

い ら れ る ＥＲ モ デ ル （ｅｎｔｉｔｙ－ｒｅｌａ廿ｏｎｓｈｉｐ ｍｏｄｅ１） に

ついての基礎知識を持っている必 要がある。 以

下そのような知識があること を前 提に， 説明
を

進 め て い く こ と に し た い。

会 計 領 域 に は じ め て リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ

ベ ー ス の 理 論 を 導；入 し た の はＥｖｅｒｅｓｔａｎｄ Ｗｅｂｅｒ

（１９７７） で あ り， そ の 後 ＭｃＣａ：曲 ｙ （１９７９） は， Ｃｈｅｎ

（１９７７） によっ て提唱 さ れたＥＲモデ ルを用 い て

会 計 シ ス テ ム の 記 述 を 試 み た。 ＥＲモ デ ル は，

デ ー タ ベー ス を 設 計す る 際 に対 象 を 「実体」

（ｅｎ行ｔｙ） と そ の 関 連 （ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ） と い う ２ つ の

視点 から捉える ものである。 この試みは， その

後会 計情 報シス テム 論における会計 デー タモデ

ルの 基本モデルとして今日に至るまで大 きな影

響 を 与 え 続 け て い る ＲＥＡ 会 計 モ デ ル （ＭｃＣａ㎡ｈｙ

１９８２） と し て 結 実 す る こ と に な っ た （図 １）。

ＲＥＡ会計モ デルを採用する か否か にかかわら

ず， 一 般に 情報 シス テム を構築 する 際 に
はリ

ｒｅｓｐｏｎｓｉ－

ｂｉｌｉｔｙ

ＥＣＯＮＯＭＩＣ

ＲＥＳＯＵＲＣＥ

レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム を

用 いる ことを 前提と して， ＥＲモ デルと 正規化

（ｎｏｒｍａｌｉｚａｄｏｎ） 手 法 を 用 い て デ ー タ ベ ー ス の 設

計 が な さ れ る 場 合 が 多 い 注（４）。 こ の 場 合， 識 別

さ れる 実体 の数 は数 百と いっ たオー ダー とな

る の が普通 であ る。 ＳＡＰ社 のＲ／３と いうＥＲＰシ

ス テ ム の よ う に 巨 大 な シ ス テ ム に な る と，
実 体

は数千にも及ぶ。 結果として，
エン ドユー ザー

である 財務 会計情 報の利 用 者は， ＥＲモ デル で

表現される 巨大なデータベース の構造を理解し

記憶に留 めておく ことは不可能となっ てしまっ

ている。 仮にそのよう なデータを扱えたとして

も， 十 分 な
パ フ ォ ー マ ン ス を 得 る こ と は 非 常 に

難ｉし い （Ｋｉｍｂａｌｌ１９９７）。

実際に必要なデータを， 利用者の見
たい形に

集約 して表示するということを考えると， リ
レ

ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ た 情 報 を

そ のまま利用す るという ことは 非現実で あり，

別のア プローチが必要となる。 そ れは元の デー

タを， 様々
な視点で自由 に集約 したり， あ

るい

は集約された データを ドリル ダウ ン （分解） し

たり できるよう なモ デルへと変換して利用する

というもの である。 そのよう なことが実現でき

る よう に考え出されたデータモデルが， ディメ

９８ （坂 上 学）
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ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・ モ デ ル

な の だ （図 ２）。

Ｋｉｍｂａ皿 （１９９７） に よ れ ば，

デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・

モ デ ル は
， フ ァ ク

ト ・ テ ー ブ

ル （ｆａｃｔｔａｂｌｅ） と 呼 ば れ る 複

数のキ ー を持つ 一つ の 表と，

デ ィ メ ン ジ ョ ン ・ テ ー ブ ル と

呼ばれる 複数の表から構成さ

れ る。 こ の よ う な 構 成 は， フ

ァ ク ト ・ テ ー ブ ル を 中 心 に 星

形 に 配 置 さ れ る こ と か ら， し

ば し ば 「星 形 結 合」 （ｓｔａｒｊｏｉｎ）

と 呼 ば れ る が，
パ フ オ ー マ

ンスの向上 に有利とされてい

る
。

こ の デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ

図 ２ ディ メ ン ジ ョ ナル ・ デ ー タ ・モ デ ル の 基 本構 造

Ｔｉｍ ｅ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ

Ｔｉｍｅ
＿
ｋｅｙ

ＤａｙＯｆＷｅｅｋ

ＦｉｓｃａｌＰｅｒｉｏｄ

ｅｔｃ
．

Ｓｔｏｒｅ Ｄｉｍ ｅｎｓｉｏｎ

ＳｔｏｒｅＬｋｅｙ

ＳｔｏｒｅＮａｍｅ

Ａｄｄｒｅｓｓ

ＦｌｏｏｒＴｙｐｅ

ｅ ｔｃ
．

出 所 ：

一 タ ・ モ デ ル の 基 本 構 造 を 見 る と， ＥＲモ デ ル

を 用 い た 会 計 シ ス テ ム の モ デ ル （た と え ばＲＥＡ

会計モデル） と は， 大きく その構 造が異 なっ て

いることが分 かる。 これは事象をい かに忠 実に

記述するかという観点 ではなく， データ をい か

に加工 しやすい 形式 で記 述するかという観点 か

らモデリン グさ れている からにほかな らない。

Ｆａｃｔ

　
鷲
磯

Ｋｉｍｂａｌ１ （１９９７） の 図 を 一 部 省 略 し て 作成 した

ＰｒｏｄｕｃｔＬｋｅｙ

Ｄｅｓｃｒｉｐｔｂｎ

Ｂｒａｎｄ

ＳｕｂＣａｔｅｇｏｒｙ

Ｃａｔｅｇｏｒｙ

Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ

ＰａｃｋａｇｅＴｙｐｅ

ｅｔｃ。

Ｃｕｓｔｏｍ ｅｒ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ

４
．
ＸＢＲＬ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓタ ク ソ ノ ミ に

おけるセグメント情報の取り扱い

ＸＢＲＬの 基 本 タ ク ソ ノ ミ に お い て は，
基 本 的

にセ グメ ン ト情 報を 扱う ための 枠組 み は提供

されて いな かった が， ＸＢＲＬの 持つ柔 軟性を生

か し て， 追 加 の 仕 様 と し て Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ １．０タ ク

ソ ノ ミ （ＸＢＲＬＩｎｔｅｒｎａｈｏｎａ１，
２００５） を 策 定 し た 注（５）。

具 体 的 に は， 〈ｓｅｇｍｅｎｔ＞ エ レ メ ン ト の 記 述 方

法の標準化をはかるためのものである。 その名

称 か ら も 理 解 さ れ る よ う に
，
こ の Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ

Ｃｕｔｏｍｅｒ＿
ｋｅｙ

ＣｕｓｔｏｍｅｒＮａｍｅ

ＰｕｒｃｈａｓｅＰｒｏｆｉｌｅ

ｅ ｔｃ
．

タ ク ソ ノ ミ は， 前 述 し た デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ

ータ・モデルの考え方を取り入 れたものとなっ

て い る。

ＸＢＲＬにおける セ グメ ント情 報の基本 的な記

述のしかたは他の財務情報と同様に， セ グメ ン

ト の 各 要 素（エ レメ ン ト） と そ の 要 素 間 の 関 係 は，

タ ク ソ ノ ミ の 中 に 記 述 さ れ て い る。 そ し て， セ

グメ ントのコンテキス ト情報とその具体的な数

値 は， イ ン ス タ ン ス 文 書 に 記 述 さ れ る。 こ の よ

う にデータ それ自 体とそ れ以外の情 報 （項目間

の関係等） が分離して記述するというＸＢＲＬの原

則 は， Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓタ ク ソ ノ ミ に お い て も 貫 か

れ て い る。

例 え ば， ３ つ の 製 品 （Ａ，Ｂ，Ｃ） を ３ つ の 地 域 （１，

２， ３） で 販 売 し て い る 企 業 を 想 定 し て み よ う。

このような 企業 の場 合， セグメ ン ト情報の記述

の し か た に は， い く つ か の
バ リ エ ー シ ョ ン が 存

在 す る。 典 型 的 な の は， 製 品 別 の セ グ メ ン ト 情

報と
， 地域別のセ グメ ント情報を別々 に表

にし

産 業 経 理 Ｖｏ１．６６ Ｎｏ．４ （
’０７．１） ９９



て 示 す 方 法 で あ る （図 ３）。 図３ ２ つの セ グメ ン ト情 報

し か しな がら 製 品Ａが，

地 域１ や 地 域２ で そ れ ぞ

れどれだけ売り上げている

か
，
と い っ た こ と は 図 ３ の

表からは知る こと ができな

い・同様に，地域１では製 搬 潔駿 齢 艦 描繍器ｄｉ臨 瓢 鎌髭鰍

品Ａ， Ｂ， Ｃ が そ れ ぞ れ
ど れ

だけ売り上げて
図 ４ よ り 詳 細な セ グメ ン ト情 報

いる かも知るこ

と が で き な い。

こ の よ う な 要

求 に応 えるため

に は， 製
品 を そ

れぞれの地域別

に
，
ま た 地 域 を 出 所 ・ＩＡＳＣ Ｆ・ｕｎｄａｔｉ・ｎＸＢＲＬ Ｌａｂ － ＸＢＲＬ Ｄｉｍ・ｎ・ｉ・ｎｓ を 参 考 に 作 成

（ｈｔｔｐ：〃ｗｗｗ．ｉａｓｂ．ｏｒｇｌｘｂｒｌｌｘｂｒＬｌａｂｌｐｒｏｐｏｓｅｄＪ＿ｄ＿ｐｒｏｊｅｃｔｓ＿
ｄｉｍｌｈｔｍｌ）

そ れぞれ製品別

製 品 別 売 上 ２００６ 年 度

製 品 Ａ １００
，
０００

製 品 Ｂ
’

２００
，
０００

製 品 Ｃ ３００
，
０００

合 計 ６００
，
０００

地 域 別 売 上 ２００６ 年 度

地 域 １ １５０
，
０００

地 域 ２ １５０
，
０００

地 域 ３ ３００
，
０００

合 計 ６００
，
０００

２００６ 年 度
製品別／地域別

留．陸地域 Ｌ 地域乞 地域３ 製品別売上 計
ご嘗二’ｒ幽で㌧

禦 品 Ａ 函
ｒ遭〆

５０，０００ ２０
，
０００ ３０

，
０００ １００

，
０００

∫
噌
一富 ‘

・ン ー ．
一、㍗窪
が

４ ０
，
０ ０ ０ １ ３ ０

，
０ ０ ０ ３ ０

，
０ ０ ０ ２ ０ ０

，
０ ０ ０

曼二の．

．
鴬：結
Ｆ㌔

豪残　ド・ ．
６０
，
０００ 一 ２４０，０００ ３００，

０００

議 蒜 蜘 ． １５０，０００ １５０，０００ ３００，０００ ６００，０００

に分割 し， より詳細なセグメ ント情報を提 供す

る 必 要 が あ る （図 ４）。

製品 別・地 域別 のデー タ を図４ のよ う な 表

形式で示されることによっ て， 情報の利用 者は

様々な角度から売上データ を分析すること が可

能となった。 しか しながら問題はこ れだけにと

ど ま ら な い。

例え ば「製品別売上」と「地 域別売上」に加え，

第３のセ グメ ントとして 「顧客層別売上」 情報

を追加 しようとする場合， どのように記述 すれ

ばよいのだろうか。 単純に２ 次元の表で は表現

しきれないのは明白である。 また売上 だけでな

く， 「利益」 という 別の項 目でも セ グメ ン ト情

報を立てようとすると， さ らに問題は深刻 にな

る。ｎ次元 の配列をもつ データ を記述 する ため

の器を用意することは理論的には可能 ではある

が， そ れを単純に記述する
ためには工夫 が必要

で あ る。 更 に 問 題 と な る の は， そ の た め の タ ク

ソノミを一体 どのよう に定義すれ ばよい か，
と

１００（坂 上 学）

いう 点である。

あらかじめ， 企業がセ グメ ント情報として区

分する方法を網羅的にタクソノミ に記述してお

くという 方法もあるが， 企業 によっ て区分の方

法は当然ながら異なるであろう。 たとえば全世

界的に展開している多国籍 企業であれば， 地域

の 区 分 は ア ジ ア， 南 北 ア メ リ カ 大 陸， ヨ ー ロ ッ

パ
， ア フ リ カ

と い う よ う に な る か も し れ な い。

ア ジア 地域のみ に進出 して いる企 業であれ ば，

中 東
，
南 ア ジ ア， 東 ア

ジ ア と い う よ う な 区 分 に

なるかもしれない。 あ らゆるパターンに対応で

きるように
，
考えられる 限りの地域セ グメ ント

の区分方法を定義すると いう のは， 一つの方法

で あ ろ う。

しか しな がら， あ らか じめ予 想さ れる あら

ゆる 組 み合 わせ を事 前に タク ソノ ミ に記 述 し

ておくというやり方 は， スマー トな方法ではな

い。 数 千 に も お よ ぶ エ レ メ ン ト を，
セ グ メ ン ト

情報を記述するため に定義 しな ければな らなく

罎

譜



図 ５ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓタ ク ソ ノ ミ と イ ン ス タ ン ス 文 書 と の 関 係
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出 所 ：ＩＡＳＣ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ ＸＢＲ：Ｌ：Ｌａｂ－ ＸＢＲ：Ｌ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ を 参 考 に 作 成

（ｈｔｔｐ：〃ｗ ｗｗ．ｉａｓ
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ｒ
＿
ｄ
＿ｐ
ｒｏｊｅｃｔｓ

＿
ｄｉｍ．ｈｔｍ１）

な っ て し ま う か ら で あ る。 こ の ア プ ロ ー チ を と

ると， セグメ ント情報の次元を増 やす
ごとに幾

何 級数的にエ レメン トが増大していっ てしまう

こ と になり， ＸＢＲＬの大き な特徴で ある拡 張性

が損な われて しまう。 そ れゆ えＦＲＴＡと 呼ば れ

るＸＢＲＬの指 針にも 反することに なって しまう

（ＸＢＲＬＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１，
２００５）。

セ グ メ ン ト 情 報 は 最 終 的 に は デ ィ メ ン ジ ョ ナ

ル ・ デ ー タ と し て 記 述 さ れ る こ と に な る が， こ

のセ グメ ン ト情 報の エ レメ ン トの定 義 につ い

て，
必 要 十 分 な エ レ メ ン ト を 定 義 し， か つ 柔

軟 な 拡 張 性 を 持 た せ る た め に， Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓｌ．０

タク ソノ ミでは３種類のタク ソノミ を定義して

い る。 そ れ は プ ラ イ マ リ ・ タ ク ソ ノ ミ （ｐｒｉｍａｒｙ

ｔａｘｏｎｏｍｙ），
ド メ イ ン ・ メ ン バ ー ・ タ ク ソ ノ ミ

（ｄｏｍａｉｎ ｍｅｍｂｅｒｔａｘｏｎｏｍｙ），
テ ン プ レ ー ト ・ タ

ク ソ ノ ミ （ｔｅｍｐｌａｔｅｔａｘｏｎｏｍ夕） の ３ つ で あ る。

プ ラ イ マ リ ・ タ ク ソ ノ ミ は， た
と え ば 「売

上」 や 「利益」 など区分表示の対象となる項

目
，
す な わ ち プ ラ イ マ リ ・ エ レ メ ン ト （ｐｒｉｍａｒｙ

ｅｌｅｍｅｎｔｓ） を 定 義 す る た め の タ ク ソ ノ ミ で あ る。

ド メ イ ン・ メ ン バ ー ・タ ク ソ ノ ミ は
，
プ ラ イ マ リ ・

エ レメ ントをどのように 区分表示する かを定義

する ためのタク ソノミ である。 たとえば 「製品

別」 や 「地域別」 に区分するという 情報が記述

さ れ る。 テ ン プ レ ー ト ・ タ ク ソ ノ ミ は， 前 述 の

プ ラ イ マ リ ・タ ク ソ ノ ミ と ド メ イ ン・メ ン バ ー ・

タ ク ソ ノ ミ か ら， 適 切 な 配 列 を も っ た テ ン プ レ

ー トを生成するためのタクソノミである。 生成

さ れ た テ ン プ レ ー ト ・ タ ク ソ ノ ミ に， 実 際 の セ

グ メ ン ト デ ー タ が 埋 め 込 ま れ，
イ ン ス タ ン ス 文

書と してセ グメ ント情報が記述さ れるの である

（図 ５）。

ＸＢＲＬ で は，
こ の よ う な 方 式 を と る こ と に よ

り，
追 加 し た い 項 目 を プ ラ イ マ リ ・ タ ク ソ ノ ミ

に 追 加 し た り，
追 加 し た い 区 分 方 法 を ド メ イ ン・

メ ン バ ー ・ タ ク ソ ノ ミ に 追 加 し た り す る こ と に

よ り，
拡 張 さ れ た テ ン プ レ ｝ ト ・ タ ク ソ ノ ミ を

産 業 経 理 ｖｏ１．
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生成できる仕組みを提 供している。 高い拡張性

を確保しつつ
，
必要最小 限の記述 にと どめるこ

とができるという意 味で， 非常にス マートな方

法 であるといえるだろう。

５． お わ り に

従来の事象アプローチ研究 で展 開さ れた会 計

データモデル論においては， 事 象の記録という

側面を強調するあまり， 会計 シス テムに蓄積さ

れた財務データを， 情報の利用 者が自由に集約

することは実質的に不可能であっ た。 しか しな

がらＯＬＡＰと呼ばれる概 念 が登場 し， ディメ ン

ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・ モ デ ル に 再 構 成 す る こ と に

より， 情報の利用者 が様々 な形に データを集約

すること ができること が示さ れた。 このＯＬＡＰ

の考え方は， 事象ア プロー チに基
づく 会計シス

テム を構築する にあたって， おそ らぐ必要不可

欠となる であろう。

ＸＢＲＬ で は
，
こ の デ ィ メ ン ジ ョ ナ ル ・ デ ー タ ・

モ デルの考え方を利用 して セグメ ント情報を記

述するためのタクソノミが提 唱されて いる。 し

かも拡張性を確保 しつつ， 必要最低 限のエレメ

ントの定義で 済むような 工夫 がな さ れており，

非常に優れた仕様となってい る。

現時点では，
セグメ ン ト情 報を記述する ため

の仕様と して開発されている が， 仕組み 自体は

会計システム全体に応用 しうる。 つまり プライ

マリー タクソノミに記述する 項目を増や し， ド

メ イ ン ・ メ ン バ ー ・ タ ク ソ ノ ミ に 区 分 す る 方 法

を適切に定義さえしていけ ば， 財務諸表上 の多

くの項目を自由に ドリ ルダウ ンしたり
，
集約 し

たりすることが可能となるはず である。 そ して

その行き着く先には， 事象会 計システムの構築

の実現があるかもしれない。

しか しながら真の事象会計 シス テムを構築す

１０２（坂 上 学）

るためには， ま
だ乗り越えなけ ればな らない壁

がある。 実際には， 仕訳よりももう少 し
プリミ

ティ ブなレベルの事象を記録する必要があるか

らだ。 ＸＢＲＬにおい ては， 仕訳情 報を記述す る

ためのＸＢＲＬＧＬと いうも の がある。 このＧＬタ

ク ソノミ に記述す る情報を拡張すれば事足りる

のか
， それ

ともよ り深いレベルの事象を記録す

るためのタクソノミ を新たに開発しなければな

らないのか， 今後 の検討が必要であろう。

注（１） 近 年 こ の ビ ジ ネ ス ・ リ ポ ー テ ィ ン グ の 概 念 は，

更 に 「エ ン ハ ン ス ト ・ ビ ジ ネ ス ・ リ ポ ー テ ィ ン グ」

（Ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ：ＥＢＲ） へ と 展 開 し

て い る。 ＡＩＣＰＡ は２００３年 １ 月 に 「 エ ン ハ ン ス ト ・

ビ ジ ネ ス ・ リ ポ ー テ ィ ン グ （ＥＢＲ） に 関 す る 特 別

委 員 会」 を 発 足 さ せ， こ れ を 前 身 と し て２００５年 １

月 に ＥＢＲコ ン ソ ー シ ア ム が 設 立 さ れ た。 ＥＢＲ コ ン

ソ ー シ ア ム は
，
：ＥＢＲ３６０

。
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅ

ｂｒ３６０．ｏｒｇ
／）

と い う サ イ ト を 立 ち 上 げ， ＥＢＲフ レ ー ム ワ ー ク の

公 表 な ど をお こ なっ て い る。

注（２） ＯＬＡＰと い う 言 葉 を 初 め て 提 唱 し た の はＣｏｄｄ

ｅｔ ａ１． （１９９３） で あ る が， ＯＬＡＰの 概 念 そ の も の

は１９７０年 代 にＩＲＩ社 の Ｅｘｐｒｅｓｓと い う 製 品 に よ っ て

既 に 実 現 し て い た と さ れ て い る （Ｂｕｒｌｅｓｏｎ １９９６）。

ＯＬＡＰの 概 観 に つ い て は，
月 刊 タ ス ク ソ フ ト ウ ェ

ア ニ ュ ー ス 編 集 部 （１９９８） な ど を 参 照 さ れ た い。

ＯＬＡＰの 概 念 を 構 成 す る も の と し て， Ｃｏｄｄは 以 下

の１２の ル ー ル を 提 唱 し て い る。 （１）多 次 元 的 概 念 ビ

ュ ー，
（２）透 過 性

，
（３＞ア ク セ シ ビ リ テ ィ，

（４）一 貫 し

た レ ポ ー テ ィ ン グ の 性 能，
（５＞ク ラ イ ア ン ト ／ サ ー

バ ・ ア ー キ テ ク チ ャ，
（６）次 元 の 一 般 性

，
（７）動 的 ス

パ ー ス 行 列 処 理， （８）マ ル チ ユ ー ザ ー の サ ポ ー ト，

（９）制 約 の な い 次 元 間 の 演 算 処 理， α◎）直 感 的 デー タ

操 作， ⑪ 柔 軟 性 の あ る レ ポ ー テ ィ ン グ， ⑫ 制 限 の

な い 次 元 や 集 約 レベ ル。

注（３） ＳＱＬは リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デー タ ベ ー ス 管 理 シ

ス テ ム に お い て， デ ー タ を 操 作 す る 際 に 用 い ら れ

る 照 会 言 語 で あ る。 ＳＱＬに つ い て は， た と え ば増

永 （２００３） 等 を 参 照 さ れ た い。

注（４） ＥＲモ デ ル と リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス に

お け る 正 規 化 を 利 用 し た 設 計 の 方 法 に つ い て は，
た と え ば根 本 （２００１） な どが 分 か り や す い。 よ り

理 論 的 な 解 説 書 と し て は， 増 永 （２００３） やＨａｌｐｉｎ

（２００１） を 参 照 さ れ た い。

注（５） 本 節 で はＸＢＲＬに 関 す る 基 本 的 な 知 識 を 前 提 に

議 論 を 進め て い る。 ＸＢＲＬ全 体 の 概 要 に つ い て は 淵

田 （２００３） を
，
タ ク ソ ノ ミ や イ ン ス タ ン ス な ど 技

術 的 な 側 面 も 含 め た 入 門 書 と し て は， 坂 上 ・ 白 田



「

編 （２００３） を そ れぞ れ 参 照 さ れ た い。
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